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は
じ
め
に 

 

江
戸
時
代
は
、
多
く
の
人
が
旅
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
幕
府
の
交
通
政
策
の
も
と
、
諸
国
の
街
道
や
宿
場
の
整
備
が
進
み
、
人
々

が
旅
に
出
や
す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
旅

行
案
内
書
や
案
内
図
、
そ
れ
に
類
す
る
書
籍
な
ど
が
多
数
刊
行
さ
れ
、
各
地
の
名

所
や
旅
に
関
す
る
情
報
が
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
要
因
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
に
は
現
代
の
よ
う
に
制
限
な
く
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
幕
府
か
ら
公
式
に
認
可
さ
れ
て
い
た
旅
の
目
的
は
主
に
諸

国
の
寺
社
参
詣
と
、
病
気
療
養
な
ど
の
た
め
の
湯
治
の
旅
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代

後
期
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
目
的
と
と
も
に
、
各
地
の
名
所
を
巡
る
例
が
増
え
て

い
っ
た
。 

 

寺
社
参
詣
の
旅
の
目
的
地
と
し
て
は
各
地
の
様
々
な
寺
社
が
選
ば
れ
る
が
、
特

に
多
く
の
人
が
訪
れ
た
例
が
あ
る
の
が
三
重
県
に
鎮
座
す
る
伊
勢
神
宮
で
あ
る
。

伊
勢
神
宮
は
、
伊
勢
音
頭
で
も
唄
わ
れ
る
よ
う
に
（１）
一
生
に
一
度
は
伊
勢
参
宮
を

し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
を
も
つ
人
も
多
か
っ
た
と
さ
れ
、
時
に
は
お
か
げ
参
り

と
い
う
大
量
の
人
々
が
一
斉
に
伊
勢
神
宮
を
目
指
す
と
い
う
現
象
も
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
伊
勢
神
宮
の
下
級
神
官
で
あ
る
御
師
も
各
地
で
御
札
な
ど
を
配
り
、
参
宮

に
来
た
人
々
を
も
て
な
し
て
人
々
を
伊
勢
参
宮
へ
と
誘
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
伊
勢
参
宮
の
旅
は
埼
玉
県
域
か
ら
も
訪
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
文
書
館
の
収
蔵
資
料
の
中
の
伊
勢
参
宮
の
道
中
日
記
の
一
例
を
取

り
上
げ
、
近
世
後
期
の
毛
呂
本
郷
の
人
々
の
伊
勢
参
宮
の
様
子
と
、
毛
呂
本
郷
で

結
成
さ
れ
て
い
た
伊
勢
講
の
活
動
の
一
端
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

１ 

伊
勢
参
宮
に
関
す
る
先
行
研
究 

 

本
論
に
入
る
前
に
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
伊
勢
参
宮
に
関
す

る
研
究
は
、
社
寺
参
詣
研
究
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
学
的
な
視
点
は
も
ち
ろ
ん
、
伊
勢
講
な
ど
庶
民
信
仰
に

着
目
し
た
も
の
は
民
俗
学
の
研
究
で
も
扱
わ
れ
て
き
て
い
る
。 

 

今
回
の
論
文
で
主
題
と
す
る
道
中
日
記
や
、
伊
勢
参
宮
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の

研
究
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
新
城
常
三
氏
の
著
書
『
新
稿 

社
寺
参
詣
の

社
会
経
済
史
的
研
究
』
（２） 

は
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
社
寺
参
詣
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
新
城
氏
の
専
門
と
す
る
交
通
史
と
い
う
視
点
か
ら
研
究
し
た
も
の
で
あ

る
。
交
通
を
伴
う
旅
と
い
う
主
題
の
た
め
、
遠
隔
社
寺
へ
の
参
詣
に
つ
い
て
中
心

に
扱
い
、
伊
勢
参
宮
だ
け
で
な
く
四
国
巡
礼
や
熊
野
詣
で
な
ど
幅
広
い
社
寺
参
詣

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
基
本
的
な
史
料
は
も
と
よ
り
各
地
の
地
方
史
料
も
多
く
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世
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お
け
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本
郷
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用
い
て
お
り
、
社
寺
参
詣
研
究
の
中
の
基
礎
研
究
的
な
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
主
要
な
文
献
の
み
で
も
西
垣
靖
次
氏
(３)
、
相
蘇
一
弘
氏
(４)
、
小
松
芳
郎

氏
(５)
、
山
本
光
正
氏
(６)
、
桜
井
邦
夫
氏
(７)
、
深
井
甚
三
氏
(８)
、
原
淳
一
郎
氏
(９)
、

小
野
寺
惇
氏
(10)
、
金
森
敦
子
氏
(11)
、
谷
釜
尋
徳
氏
(12)
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

研
究
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
各
地
の
道
中
日
記
な
ど
の
分
析
か
ら
ル
ー
ト
と
そ
の
変

化
、 

関
所
の
通
行
、
社
寺
参
詣
に
お
け
る
御
師
の
役
割
、
講
の
組
織
と
参
詣
経
費

の
問
題
、
女
性
の
旅
の
有
様
な
ど
、
近
世
の
伊
勢
参
宮
に
つ
い
て
多
様
な
角
度
か

ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

ま
た
、
地
方
史
研
究
の
中
で
も
、
各
地
の
伊
勢
参
宮
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
み

ら
れ
る
。
埼
玉
県
の
伊
勢
参
宮
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
九
年(

二
〇
〇
七)

に
埼
玉

県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
で
、
社
団
法
人
霞
会
館
と
共
催
で
開
催
さ
れ
た
特
別

展
「
お
伊
勢
さ
ん
と
武
蔵
」
お
よ
び
そ
の
展
示
図
録
(13)
で
埼
玉
県
域
か
ら
の
伊
勢

参
宮
関
係
資
料
を
は
じ
め
、
伊
勢
と
武
蔵
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

『
埼
玉
地
方
史
』
で
は
重
田
正
夫
氏
が
近
世
中
期
の
忍
藩
秩
父
領
の
伊
勢
参
宮
に

つ
い
て
(14)
、
杉
山
正
司
氏
が
武
蔵
国
の
伊
勢
講
の
師
檀
関
係
に
つ
い
て
(15)
の
研

究
成
果
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
代
の
内
容
に
は
な
る
が
、
御
師
制
度
廃
止

後
の
御
師
と
伊
勢
講
や
参
宮
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
石
川
達
也
氏
(16)
、
谷
口
裕

信
氏
(17)
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
二
年
間
、
埼
玉
県
神
道
青
年

会
に
よ
り
埼
玉
県
に
お
け
る
伊
勢
参
詣
資
料
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
『
埼

玉
県
の
伊
勢
講
』
(18)
に
ま
と
め
ら
れ
た
。 

 

２ 

伊
藤
家
の
伊
勢
参
宮 

 

そ
れ
で
は
、
文
書
館
資
料
の
中
か
ら
、
実
際
に
埼
玉
県
域
か
ら
伊
勢
参
宮
を
し

た
人
の
記
録
を
も
と
に
、
選
択
し
た
ル
ー
ト
や
道
中
で
立
ち
寄
っ
た
場
所
等
に
つ

い
て
見
て
い
き
た
い
。
今
回
分
析
し
た
の
は
、
伊
藤
家
文
書
の
中
の
道
中
日
記
(19)

で
あ
る
。(

図
１
。
以
下
、
本
論
文
中
で
注
記
の
な
い
道
中
日
記
は
、
全
て
伊
藤
家

文
書
の
道
中
日
記
を
さ
す
。)

 

伊
藤
家
文
書
は
、
入
間
郡
毛
呂
本
郷(

現
毛
呂
山

町)

の
伊
藤
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
で
、
伊
藤
家
は
幕
末
ま
で
毛
呂
本
郷
の
名
主
を

務
め
て
い
た
家
で
あ
っ
た
(20)
。
本
論
文
で
扱
う
道
中
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は

文
久
四
年(

一
八
六
四)

の
伊
勢
参
宮
の
旅
で
、
伊
藤
氏(

名
前
の
記
載
は
な
し)

に

よ
る
記
録
で
あ
る
。 

 
 

 

 
 

 

 (

１)
伊
勢
参
宮
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て 

は
じ
め
に
こ
の
伊
勢
参
宮
の
旅
の
行
程
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
道
中
日
記

に
記
さ
れ
て
い
る
旅
の
行
程
は
表
の
通
り
で
あ
る
。 

【図１】「道中日記帳」(伊藤家文書№403) 
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一
月
七
日
に
鹿
山(

現
日
高
市)

を
出
立
し
、
八
王
子
十
五
宿
の
辺
り
を
通
り
、

箱
根
か
ら
は
東
海
道
の
各
宿
を
通
っ
て
一
月
二
十
三
日
に
は
伊
勢
参
宮
の
人
々
向

け
の
旅
籠
や
茶
屋
が
多
く
存
在
し
た
新
茶
屋
に
到
着
し
て
い
る
。
翌
日
二
十
四
日

に
は
伊
勢
御
師
の
龍
太
夫
の
邸
宅
へ
行
き
、
二
十
八
日
ま
で
伊
勢
で
滞
在
し
た
。

二
十
九
日
に
は
伊
勢
を
出
立
し
、
初
瀬
街
道
を
通
っ
て
二
月
三
日
に
は
奈
良
へ
行

っ
た
。
数
日
奈
良
で
滞
在
し
た
後
、
大
坂
、
京
都
も
巡
り
、
中
山
道
を
通
っ
て
三

月
一
日
に
玉
川(

現
と
き
が
わ
町)

の
辺
り
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト

が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
か
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
関
東
地
域
か
ら
の
近
世
の

伊
勢
参
宮
者
が
選
ん
だ
ル
ー
ト
に
つ
い
て
体
系
的
に
整
理
し
た
小
野
寺
惇
氏
の
研

究
成
果
(21)
を
参
照
し
た
い
。
小
野
寺
氏
の
ル
ー
ト
区
分
に
当
て
は
め
る
と
、
伊
勢

参
宮
モ
デ
ル
ル
ー
ト
基
本
型
(22)
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に

伊
勢
参
宮
に
出
か
け
る
人
々
は
、
出
立
時
期
と
し
て
一
月
を
選
ん
だ
例
が
多
い
。

田
植
え
前
に
帰
郷
で
き
る
よ
う
な
時
期
に
す
る
た
め
と
い
う
の
が
主
な
理
由
と
さ

れ
る
(23)
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
藤
氏
の
伊
勢
参
宮
の
旅
は
、
旅
の
行
程
、
時
期
と
も

に
、
江
戸
時
代
に
伊
勢
参
宮
を
し
た
人
々
に
類
例
が
多
い
パ
タ
ー
ン
の
旅
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。 

 (

２)

伊
勢
滞
在
中
の
人
々
の
行
動 

 

で
は
、
旅
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
旅
の
一
番
の
目

的
で
あ
る
伊
勢
で
の
滞
在
に
つ
い
て
で
あ
る
。
伊
勢
滞
在
中
の
道
中
日
記
の
記
述

に
つ
い
て
、
ま
ず
は
原
文
を
引
用
す
る
。(

【
史
料
一
】)

 

 

【
史
料
一
】 

廿
四
日 
天
気
昼
頃
ゟ
烈
風
大
寒
新
茶
屋
秋
田
迄
義
之
助
是
外
三
人
手
代
罷

月 日 滞在場所 月 日 滞在場所
正月 7日 鹿山→箱根ヶ崎 2月 1日 →六軒→二本木

7(8？)日 →八王子→八日市→厚木 2日 →いせち(伊勢地)→名張→三本松
8(9？)日 →大磯→箱根湯元 3日 →三輪→奈良
9(10？)日→畑→関所→箱根→三嶋 4日 奈良(名所めぐり)→郡山→滝田
11日 →原→吉原 5日 奈良(名所めぐり)→瀧之畑
12日 →蒲原→由井→沖津→江尻 6日 →上市→宇野→五条→加室(鹿室)
13日 →府中 7日 →高野山→加室
14日 →鞠子→岡部→藤枝→嶋田 8日 →大坂
15日 →金谷→日坂→掛川 9日 大坂(道頓堀)
16日 →犬居→西川(才川) 10日 大坂(名所めぐり)→橋本
17日 →大平村→大野→門谷 11日 →淀→鳥羽→京都
18日 →新城→赤坂 12日 →黒谷→京都(名所めぐり)
19日 →藤川→岡崎→池鯉鮒→鳴海 13日 →大津
20日 →みや(宮)→名古屋城下→佐屋 14日 →市川
21日 →桑名→四日市 15日 →関ヶ原
22日 →かんべ(神戸)→白子→上野→津 16日 →加納
23日 →松坂町→新茶屋 17日 →御嶽
24日 伊勢(龍大夫宅へ) 18日 →中津川
25日 伊勢(外宮、天の岩戸) 19日 →福嶋関所→須原
26日 伊勢(二見ヶ浦、朝熊山、古市) 20日 →藪原
27日 伊勢(太郎館大夫宅へ) 21日 →松本
28日 伊勢(内宮、龍大夫宅へ戻る) 22日 →おみ(麻績)
29日 →中津原→串田 23日 →(川中島)ひがの(氷鉋)村→(善光寺)大門町

24日 →坂本
25日 →上塩尻
26日 →秋和村→上田町→染谷村→堀村→小諸
27日 →臼井峠→坂下
28日 →藤岡町
29日 →飯田

3月 1日 →玉川→酒肴を楽しみ帰宅

【表１】伊藤家の道中日記に記された 

    伊勢参宮の旅の行程 
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越
義
之
助
外
壱
人
ハ
龍
大
夫
江
戻
り
其
弐
人
二
見
江
案
内
罷
越
候
處
ニ
渡
セ

場
不
行
之
地
誠
ニ
大
寒
ニ
付
二
見
迄
不
罷
越
龍
大
夫
江
七
ツ
時
着
仕
候 

 
廿
五
日 

 
龍
大
夫
ニ
而
大
々
修
行
外
宮
宮
廻
拝
礼
仕
天
之
岩
戸
迄
案
内
有
之
帰
宅
仕
候

当
日
案
内
之
儀
ハ
前
田
儀
兵
衛
中
居
源
次
郎
中
間
壱
人
其
外
龍
大
夫
之
山
田

役
人
四
五
人
ニ
而
案
内
仕
候 

 

廿
六
日 

駕
籠
ニ
而
ふ
く
等
も
参
り
宜
敷
致
し
二
見
ヶ
浦
浅
熊
山
参
り
浅
間
山
麓
ニ

而
夕
飯
当
日
も
義
兵
衛
殿
始
手
代
三
人
中
間
弐
人
附
添
中
喰
少
休
等
も
甚

入
手
当
甚
敷
行
届
キ
申
候
是
又
浅
間
麓
夕
飯
之
場
ニ
而
入
夜
右
場
所
迄
龍

大
夫
ゟ
高
張
提
灯
ニ
而
二
之
出
向
其
外
古
市
町
ゟ
ひ
ぜ
ん
油
や
両
家
ゟ
出

向
罷
出
古
市
町
迄
乗
込
参
り
に
ぎ
や
か
ニ
而
甚
面
白
存
候 

 

天
気 

廿
七
日
八
つ
半
時
龍
大
夫
出
立
内
宮
之
太
郎
館
大
夫
手
代
三
人
附
添
罷
越
館

大
夫
へ
も
手
代
弐
人
出
向
七
ツ
半
時
館
大
夫
江
着 

 

天
気 

廿
八
日
館
大
夫
ニ
而
大
御
神
楽
修
行
夫
ゟ
内
宮
宮
近
拝
礼
手
代
案
内
御
本
社

神
前
江
館
大
夫
罷
出
爰
ニ
而
御
神
酒
御
供
物
等
頂
戴
仕
館
大
夫
江
帰
宅
御
酒

御
膳
出
其
内
外
宮
迎
ニ
参
り
龍
大
夫
江
罷
帰 

 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
月
二
十
三
日
に
伊
勢
に
到
着
し
、
翌
二
十
四
日
に
新
茶

屋
か
ら
移
動
し
、
外
宮
御
師
龍
太
夫
(24)
の
も
と
に
宿
泊
し
て
い
る
。
移
動
に
あ
た

っ
て
は
手
代
の
迎
え
が
来
て
い
る
。
二
十
五
日
に
は
龍
太
夫
の
も
と
で
大
々
修
行

を
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
伊
勢
神
宮
を
訪
れ
た
人
々
が
奉
納
し
た
太
々
神
楽
(25)
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
同
日
に
外
宮
と
天
岩
戸
(26)
を
案
内
し
て
も
ら
い
、

龍
太
夫
宅
へ
帰
宅
し
て
い
る
。
案
内
に
は
前
田
儀
兵
衛
、
中
居
源
次
郎
と
い
う
人

物
の
他
に
中
間
一
人
、
山
田
役
人(

外
宮
の
あ
る
山
田
町
の
役
人
か)

四
、
五
人
と

か
な
り
の
人
数
の
人
が
付
き
添
っ
て
案
内
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
十
六
日

に
は
、
二
見
浦
と
朝
熊
山
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
二
か
所
は
、
伊
勢
神
宮
を
訪
れ

る
人
々
が
合
わ
せ
て
訪
れ
る
こ
と
の
多
い
場
所
だ
っ
た
。
二
見
浦
(27)
は
伊
勢
神
宮

に
参
拝
す
る
前
の
禊
の
場
と
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
。
朝
熊
山
(28)
に
鎮
座
し

て
い
る
金
剛
證
寺
は
、
伊
勢
神
宮
の
鬼
門
に
あ
た
る
場
所
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら

「
伊
勢
神
宮
の
奥
の
院
」
と
し
て
、
伊
勢
神
宮
と
あ
わ
せ
て
参
拝
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
た
(29)
。
ま
た
、
二
十
六
日
の
夜
に
は
古
市
を
訪
れ
て
い
る
。
古
市
は
伊
勢

で
随
一
の
歓
楽
街
で
、
芝
居
小
屋
や
妓
楼
が
存
在
し
た
。「
ひ
ぜ
ん
油
や
」
は
、
古

市
で
有
数
の
妓
楼
で
あ
っ
た
備
前
屋
と
油
屋
(30)
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、

ど
の
よ
う
な
店
を
訪
れ
た
か
な
ど
詳
細
な
記
述
は
な
い
が
、「
に
ぎ
や
か
に
て
甚
だ

面
白
」
と
い
う
感
想
が
記
さ
れ
て
お
り
、
滞
在
を
楽
し
ん
だ
様
子
は
窺
え
る
。
二

十
七
日
に
は
龍
大
夫
の
も
と
を
出
て
、
内
宮
御
師
の
太
郎
館
大
夫
(31)
と
い
う
御
師

の
も
と
へ
移
動
し
て
い
る
。
こ
の
御
師
か
ら
御
師
へ
の
取
次
に
あ
た
っ
て
も
、
三

人
の
手
代
が
付
き
添
い
、
移
動
先
の
太
郎
館
大
夫
の
も
と
に
も
二
人
の
手
代
が
向

か
う
と
い
う
手
厚
い
送
迎
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
八
日
に
は
太
郎
館
大
夫
の
も
と
で

「
大
御
神
楽
修
行
」
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
太
神
楽
の
奉
納
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
手
代
の
案
内
で
内
宮
を
参
拝
し
、
御
供
物
や
御
神
酒
を
い
た
だ
い
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て
戻
っ
て
き
て
い
る
。
太
郎
館
大
夫
の
邸
宅
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
「
御
酒
御
膳
出
」

と
あ
り
、
何
等
か
の
宴
席
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
勢
御
師
の
も
て
な

し
は
と
て
も
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
内
宮
御
師

の
岡
田
太
夫
の
家
で
神
楽
奉
納
後
に
出
さ
れ
た
膳
は
、 

 「
【
一
の
膳
】 
皿 
独
活
せ
ん
切
、
と
さ
か
の
り
、
か
う
た
け
、
さ
よ
り
糸
作
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

紅
酢 

壺 

磯
も
の
、
銀
杏 

  
 

 
 

 
 

  
 

瓦
器 
粒
さ
ん
せ
う
、
花
し
ほ 

  
 

 
 

 
 

 
 

味
噌
羹 
松
露
、
く
づ
し
身
、
あ
ら
れ 

 

飯 
 

【
二
の
膳
】 

白
木
臺 

紅
か
ん
て
ん
、
肴
、
青
磯
草
、
ね
り
か
ら
し 

  
 

 
 

 
 

 
 

白
木
臺
籠 

大
根
、
か
ち
ぐ
り
、
干
菓
子 

 
 

 
 

 
 

 

椀
盛 

鯛
す
ま
し
、
さ
ん
せ
う 
  

 

【
三
の
膳
】 

白
木
臺 

伊
勢
海
老 

 

白
木
臺 
鶴 

  
 

 
 

 
 

 
 

椀
す
ま
し 

鯛
真
子
、
じ
ゅ
ん
さ
い 

 

【
四
の
膳
】 

皿 

鯛
塩
焼 

 

猪
口 

ウ
ル
カ
ノ
シ
オ
カ
ラ 

 

【
そ
の
他
】 

重
引 

生
麩
、
す
り
し
ょ
う
が 

 

椀 
尾
ツ
キ
、
す
ま
し  

 
 

 
 

 
 

 

猪
口 

ウ
ル
カ
ノ
シ
オ
カ
ラ 

 
 

 
 

 
 

 

平 

敷
み
そ
、
松
だ
け
、
伊
勢
え
び
、
ゆ
ば 

  
 

 
 

 
 

 
 

皿 

子
鯛
を
巻
、
但
し
酢
に
て
味
と
る
、
ば
う
ふ
う 

 
 

 
 

 
   

大
鉢
引 

鎌
倉
海
老
一
色 

  
 

 
 

 
 

 
 

二
見
浦
と
い
う
箱
入
り
干
菓
子
一
箱
ず
つ  

 
 

 
 

 
 

 

酒 

湯 
 

香
物 

」
（３２） 

 

右
の
よ
う
な
内
容
で
あ
り
、
伊
勢
の
海
鮮
や
名
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
充
実

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
藤
家
の
人
が
食
べ
た
食
事
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
だ

が
、「
御
膳
」
と
い
う
表
現
か
ら
推
測
し
て
も
同
様
の
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。 こ

の
よ
う
に
丁
重
な
送
迎
や
伊
勢
神
宮
お
よ
び
周
辺
の
案
内
、
豪
華
な
食
事
な

ど
、
御
師
邸
で
受
け
る
も
て
な
し
も
伊
勢
参
宮
の
旅
の
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
手
代
が
迎
え
に
来
て
、
再
び
龍
大
夫
の
も
と

へ
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
伊
勢
参
宮
に
お
け
る
滞
在
の
拠
点
は

外
宮
御
師
の
龍
太
夫
で
あ
っ
た
こ
と
、
内
宮
を
参
拝
す
る
と
き
は
内
宮
御
師
に
取

り
次
ぎ
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
持
ち
は
明
確
に
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
記
録
上
か
ら
わ
か
る
。 

 (

３)

伊
勢
参
宮
道
中
の
名
所
巡
り
と
名
物 

伊
勢
参
宮
の
旅
で
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
各
地
の
名
所
を
巡
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
回
の
伊
藤
家
の
旅
で
も
各
地
の
名
所
と
い
え
る
場
所
を
多
く
訪
れ
て
い
る
。
伊

勢
神
宮
以
外
に
立
ち
寄
っ
た
、
道
中
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
主
な
場
所
を
伊
勢
滞

在
中
に
訪
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
た
め
省
略
し
、
伊
勢
に
至
る
ま
で

と
、
伊
勢
滞
在
後
に
分
け
て
ま
と
め
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

 

伊
勢
に
至
る
ま
で 

清
見
寺
、
久
能
山
東
照
宮
、
浅
間
神
社(

府
中)

、
夜
泣
き
石(

小
夜
の
中
山)

、
無

間
山
無
間
寺
、
秋
葉
山
、
豊
川
稲
荷
、
熱
田
明
神
、
八
剣
明
神
、
津
島
牛
頭
天
王 

  

伊
勢
滞
在
後 

長
谷
観
音
、
三
輪
大
明
神
、
猿
沢
の
池
、
東
大
寺(

二
月
堂
、
三
月
堂
、
四
月
堂
、
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大
仏
殿
）
、
三
笠
山
、
春
日
大
明
神
、
西
の
京
薬
師
、
小
泉
村
庚
申
、
法
隆
寺
、
竜

田
明
神
、
達
磨
寺
、
染
井
寺
、
当
麻
寺
、
岡
寺
、
と
う
の
峯(

談
山
神
社)

、
吉
野

山
、
蔵
王
権
現
、
高
野
山
、
龍
光
院
、
石
清
水
八
幡
宮
、
藤
森
稲
荷
、
三
十
三
間

堂
、
本
福
寺
、
御
所
、
吉
田
社
、
下
加
茂
、
上
加
茂
、
今
宮
大
神
、
北
野
天
神
社
、

二
条
の
城
、
善
光
寺 

  

こ
れ
を
見
る
と
、
主
に
各
地
の
規
模
の
大
き
な
寺
社
を
中
心
に
訪
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
紙
数
の
都
合
上
、
一
つ
一
つ
の
場
所
に
つ
い
て
詳
細
を
論
じ
る
こ

と
は
し
な
い
が
、
近
世
に
多
く
出
版
さ
れ
た
名
所
図
会
や
名
所
案
内
な
ど
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
場
所
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
在
地
か
ら
伊
勢
に
至
る
ま
で
の
名

所
巡
り
に
つ
い
て
は
、
谷
釜
尋
徳
氏
の
研
究
成
果
(33)
が
あ
る
。
そ
の
中
の
江
戸
近

郊
地
の
庶
民
が
よ
く
訪
れ
た
名
所
(34)
と
ほ
ぼ
同
じ
と
こ
ろ
を
、
今
回
の
伊
勢
参
宮

の
旅
で
も
訪
れ
て
い
る
。
訪
れ
た
名
所
の
数
と
し
て
は
、
伊
勢
神
宮
を
訪
れ
た
後

に
訪
れ
た
大
阪
、
奈
良
、
京
都
の
寺
社
の
数
が
多
い
。
帰
路
の
中
山
道
で
は
善
光

寺
し
か
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
場
所
の
記
載
は
な
く
、
道
中
日
記
の
書
き
方
も
各
宿

の
泊
ま
っ
た
場
所
を
順
番
に
記
載
す
る
だ
け
の
簡
素
な
も
の
に
な
る
。
道
中
日
記

に
は
遊
興
に
関
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
伊
藤
家
の
道

中
日
記
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
伊
勢
で
の
古
市
の
滞
在
以
外
に
見
ら
れ
る
の
は
、

大
坂
道
頓
堀
で
の
芝
居
見
物
で
あ
る
。「
角
之
芝
居
角
之
芝
居
風
聞
宜
敷
大
当
り
ニ

而
一
目
見
物
仕
候
」
と
あ
り
、
「
角
之
芝
居
」
と
は
道
頓
堀
角
座
(35)
の
こ
と
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。
風
聞
を
聞
い
て
一
目
見
て
み
た
い
、
と
訪
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
名
物
の
情
報
伝
達
に
よ
り
、
旅
に
掻
き
立
て
ら
れ
る
人
が
増
加
し
た
と
い
う

こ
と
が
史
料
上
も
確
認
で
き
る
。
京
都
で
は
権
田
直
助
と
い
う
人
物
の
家
に
行
き
、

京
都
の
街
並
み
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
判

明
し
て
い
る
年
譜
(36)
と
対
照
し
て
活
動
場
所
が
合
致
す
る
た
め
、
毛
呂
本
郷
出
身

の
国
学
者
、
権
田
直
助
(37)
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。 

各
地
で
食
べ
た
名
物
に
つ
い
て
も
一
部
記
載
が
見
ら
れ
る
。
う
な
ぎ(

原
宿
と
吉

原
宿
の
間)

、
く
り
の
こ
餅(

吉
原
宿
と
蒲
原
宿
の
間)

、
あ
め
の
餅(

小
夜
の
中
山)

、

わ
ら
び
餅(

日
坂
宿)

が
、
記
述
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
感
想
が
記

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
う
な
ぎ
に
つ
い
て
は
「
ま
づ
く
し
て
格
高
直
」(

価

格
が
高
く
て
ま
ず
い)

、
わ
ら
び
餅
も
「
此
餅
ま
づ
し
」(

こ
の
餅
は
ま
ず
い)

と
あ

ま
り
気
に
入
ら
な
か
っ
た
様
子
も
う
か
が
え
る
。 

ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
文
久
四
年(

一
八
六
四)

の
伊
勢
参
宮
の
旅
に
つ

い
て
は
複
数
名
で
出
か
け
て
い
る
が
、
伊
勢
で
の
滞
在
を
終
え
、
名
所
巡
り
に
向

か
う
段
階
に
な
る
と
「
小
田
谷
村
健
二
郎
、
辰
之
助
、
太
三
郎
、
三
人
ハ
紀
州
路

江
分
ル
」
と
い
う
よ
う
に
一
部
の
人
々
が
別
の
道
を
選
ん
で
分
か
れ
て
行
動
す
る

場
合
が
出
て
き
て
い
る
。
伊
勢
参
宮
ま
で
は
共
通
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
行
動

を
共
に
し
て
い
た
が
、
名
所
巡
り
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
ま
と
ま
っ
て
行
動
せ
ず
、

個
々
の
事
情
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
自
由
に
行
く
道
を
選
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。 

帰
路
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
宿
泊
し
た
場
所
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み

の
と
こ
ろ
が
多
く
、
一
か
所
で
の
滞
在
日
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
あ
ま
り
特
徴
的

な
活
動
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
地
元
の
毛
呂
本
郷
に
近
づ
い
た
際
に
、

越
生
宿
ま
で
村
の
一
同
が
迎
え
に
出
て
、
酒
肴
を
楽
し
ん
で
帰
宅
す
る
と
い
う
こ

と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
カ
ム
カ
エ
(38)
の
一
種
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
伊
勢
参
宮
の
際
に
行
わ
れ
る
例
が
多
い
と
さ
れ
る
習
わ
し
を
確
か
に
行
っ
て

い
た
こ
と
が
史
料
上
か
ら
も
う
か
が
え
る
。 
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(

４)

伊
勢
参
宮
道
中
の
宿
泊
場
所 

伊
藤
家
の
道
中
日
記
に
は
道
中
で
宿
泊
し
た
場
所
に
つ
い
て
の
記
述
が
各
日
毎
に

見
ら
れ
る
。
伊
勢
神
宮
を
訪
れ
る
ま
で
の
宿
泊
場
所
に
つ
い
て
は
、
道
中
日
記
と

は
別
に
「
休
泊
払
方
帳
」
(39)
と
い
う
史
料(

図
２)

に
も
記
録
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
各
宿
の
宿
泊
料
や
、
宿
場
の
印
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
中
日

記
と
「
休
泊
払
方
帳
」
に
記
述
の
あ
っ
た
道
中
で
泊
ま
っ
た
宿
は
表
の
通
り
で
あ

る
。 

             

今
回
、
こ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
は
で
き
て
い
な
い
が
、
一
つ
の

方
向
性
を
考
え
る
視
点
と
し
て
浪
花
講
(40)
に
つ
い
て
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
み

た
い
。
浪
花
講
の
指
定
旅
宿
を
掲
載
し
た
浪
花
講
定
宿
帳
は
多
く
の
種
類
が
発
行

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
文
書
館
の
収
蔵
史
料
で
あ
る
「
大
坂
浪
花
講
関
東
講
定

宿
并
定
休
所
妙
薬
取
次
名
前
附
」
(41)
と
照
ら
し
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
掲
載
さ
れ
て

い
た
の
は
箱
根
湯
本
の
福
住
九
蔵
、
吉
原
の
四
ツ
目
屋
平
左
衛
門 

江
尻
の
大
竹
屋

平
七(

実
際
の
宿
泊
は
で
き
ず
(42))

、
府
中
の
万
や
平
三
郎
、
嶋
田
の
兜
屋
七
郎
右

衛
門
の
四
つ
の
宿
場
だ
っ
た
。
全
体
か
ら
す
る
と
割
合
は
低
く
、
浪
花
講
に
所
属

し
て
い
る
宿
を
中
心
に
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
定
宿
帳
に
載
っ
て
い
な
い
宿
で
も
「
浪
速
講
定
宿
」
の
印
を
用
い
て
い
る
宿

場
が
存
在(
図
３)

す
る
た
め
、
他
の
定
宿
帳
も
あ
わ
せ
て
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

と
な
る
。 

宿泊地名 宿屋名 宿泊地名 宿屋名
鹿山 関屋 中 串田 あつまや半七
箱根ヶ崎 関屋三五郎 二本木 角屋九右衛門
八日市 伊勢屋五郎右衛門 中 伊勢路 大和や 中
厚木 穀屋佐兵衛 三本松 ぬしや藤右衛門
大磯 山本甚右衛門 中 ごまや又三郎 中
箱根湯元 福住九蔵 奈良 舛屋伊右衛門
箱根 桔梗屋五左衛門 仲屋伊右衛門 中
三嶋 銭屋伊三郎 滝田 檜屋喜六
吉原 四つ目屋平左衛門 八木原 木原屋嘉右衛門 中

江尻 (大竹屋平七) ※御用宿で
泊まれず 瀧の畑 森川屋儀兵衛

野村屋忠左衛門 宇野 笠屋 中
小嶋屋政右衛門 鹿室 玉屋輿次右衛門
石垣彦大夫 中 市川 菊屋忠兵衛

府中 万屋清三郎 関ヶ原 瀬川屋
嶋田 楽屋七郎右衛門 加納 紙屋源助
掛川 大黒屋源五郎 御嶽 芝屋十兵衛
犬居 なべ屋六右衛門 中 中津川 土屋長兵衛
才川 吉のや権平 須原 かうじや羽左衛門
大平村 山本屋九兵衛 中 藪原 一之瀬屋五郎兵衛
門谷 かしわや与七 おみ うす井忠兵衛
新城 かしわや惣右衛門 中 大門町 江戸屋茂左衛門
赤坂 高田屋六三郎 坂本 中沢四五右衛門
鳴海 銭屋新三郎 上塩尻 清水銀右衛門
佐屋 藤屋善右衛門 小諸 つるや平左衛門
桑名 堺屋三右衛門 中 坂下 中沢屋中右衛門
四日市 帯屋七郎左衛門 藤岡町 丁子屋
津 若狭屋六左衛門

【表２】伊藤家の伊勢参宮の宿泊場所 

【図２】「休泊払方帳」(伊藤家文書№30) 
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 (

５)

伊
勢
参
宮
の
旅
で
か
か
っ
た
費
用 

 

次
に
、
旅
で
か
か
っ
た
費
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。
伊
藤
家
の
道
中
日
記
の
旅
に

関
連
す
る
金
銭
出
納
簿
と
し
て
、
先
に
宿
泊
場
所
の
史
料
と
し
て
用
い
た
「
休
泊

払
方
帳
」
と
、「
伊
勢
参
宮
諸
色
控
」
(43)(

図
４)

が
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
当

時
の
旅
の
記
録
と
し
て
は
遊
興
に
関
す
る
も
の
は
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
文
書
に
も
伊
勢
に
到
着
す
る
ま
で
の
記
録
し
か
明
確
な
記
載
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
内
容
と
は
な
る
が
、
判
明
す
る
限
り
で
の
費
用
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
。 

 
 

 

ま
ず
前
提
と
し
て
、
伊
藤
家
の
道
中
日
記
に
記
さ
れ
た
旅
の
参
加
人
数
に
つ
い

て
言
及
し
て
お
く
。
構
成
員
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
宿
泊
の
際
の
人
数
の
記

録
か
ら
三
十
五
人
の
旅
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
分
か
れ
て
の
宿
泊

な
ど
の
た
め
か
、
宿
泊
場
所
に
よ
っ
て
は
多
少
人
数
が
変
動
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
旅
に
か
か
っ
た
費
用
の
う
ち
各
地
で
か
か
っ
た
主
な
費
用
が
宿
泊
費
で
あ
る
。

行
き
は
主
に
東
海
道
の
各
宿
に
宿
泊
し
て
い
る
。
例
え
ば
嶋
田
宿
で
は
金
二
両
二

朱
と
二
百
文
、
津
宿
で
は
金
二
両
三
朱
と
い
う
よ
う
に
、
三
十
五
名
で
金
二
両
ほ

ど
を
支
払
っ
て
い
る
例
が
多
い
。
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
一
人
四
百
文
程
度

と
考
え
ら
れ
る
。
飲
食
費
に
つ
い
て
は
お
茶
代
と
し
て
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る

た
め
、
明
確
に
何
を
食
べ
た
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
旅
行
者
全
員
で
金
百

疋
程
度
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
旅
の
一
番
の
目
的
で
あ
る
伊
勢
滞
在
中
の
費
用
も
記

載
が
あ
る
。
外
宮
で
は
「
大
々
修
行
」(

太
々
神
楽
奉
納)

の
た
め
の
費
用
と
し
て

神
楽
金
二
十
両
、
三
十
五
名
の
坊
入
三
十
五
両
、
諸
祝
儀
な
ど(

御
師
の
家
老
や
手

代
に
も
金
一
分
～
二
分
を
渡
し
て
い
る)

 

の
支
払
い
が
あ
り
、
合
計
金 

六
十
二

【図３】箱根ヶ崎宿の関屋三五郎の「浪花講定宿」の印 

【図４】「伊勢参宮諸色控」 

    (伊藤家文書№123) 
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両 

一 

分 

二 

朱
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。
内
宮
で
も
大
々
神
楽
修
行(

同
じ
く

太
々
神
楽
奉
納)

の
費
用
と
し
て
奉
納
金
十
二
両
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

記
録
の
あ
る
部
分
だ
け
で
も
か
な
り
の
高
額
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特

に
伊
勢
御
師
の
も
と
で
滞
在
し
、
神
楽
を
奉
納
す
る
に
は
ま
と
ま
っ
た
額
が
必
要

で
あ
っ
た
。
地
域
や
参
宮
に
出
か
け
る
人
の
経
済
状
態
に
も
よ
る
が
、
当
時
の
庶

民
に
と
っ
て
一
人
の
力
で
伊
勢
参
宮
に
出
か
け
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。 

 

３ 

毛
呂
本
郷
の
伊
勢
講
の
活
動 

 

２
章
ま
で
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
伊
勢
参
宮
は
高
額
を
必
要
と
す
る
も
の
で
、

江
戸
時
代
に
庶
民
が
単
独
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
困
難
な
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
人
た
ち
が
参
宮
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
組
ん
だ
の
が
伊
勢
講
で
あ
る
。 

伊
藤
家
の
あ
る
毛
呂
本
郷
に
も
伊
勢
講
が
存
在
し
、
伊
藤
家
文
書
の
中
に
も
そ
の

活
動
を
示
す
文
書
が
あ
る
(44)
。
そ
の
中
か
ら
今
回
道
中
日
記
で
見
て
き
た
旅
に
関

係
の
深
い
内
容
を
中
心
に
、
毛
呂
本
郷
の
伊
勢
講
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。 

ま
ず
、
講
の
構
成
員
に
つ
い
て
で
あ
る
。
文
久
二
年(

一
八
六
二)

の
「
伊
勢
講
金

取
立
帳
」
(45)(

図
５)

に
は
講
構
成
員
の
名
簿
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
三
十
五
名
の

名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。(

図
６)

 

  

 

 
 

こ
の
史
料
に
は
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
役
職
な
ど
の
記
載
は
な
い

が
、
道
中
日
記
の
方
に
も
構
成
員
名
簿
が
あ
り
、
そ
ち
ら
に
は
講
の
中
で
務
め
て

い
た
役
職
の
記
載
も
あ
る
。
講
親
の
中
に
伊
藤
家
の
当
主
で
あ
っ
た
伊
藤
専
次
郎

の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
伊
藤
家
の
人
が
毛
呂
本
郷
の
伊
勢
講
で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
名
前
の
横
に
「
小
田
谷
」
、
「
上
野
」
、
「
平

山
」
と
い
う
近
く
の
村
の
名
前
が
記
さ
れ
た
人
物
も
い
る
。
毛
呂
本
郷
の
人
だ
け

で
は
な
く
、
近
隣
の
村
の
者
も
講
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

こ
の
三
十
五
名
は
道
中
日
記
に
記
載
の
あ
っ
た
講
構
成
員
と
大
方
名
前
が
一
致

す
る
(46)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
久
四
年
の
旅
は
毛
呂
本
郷
の
伊
勢
講
の
構
成

【図５】「伊勢講金取立帳」 

    (伊藤家文書№276) 

【図６】「伊勢講金取立帳」(伊藤家文書№276)の 

    講構成員連名 
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員
全
員
の
総
参
り
(47)
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
道
中
日
記
の
方
の
構
成

員
名
簿
に
は
、
講
の
構
成
員
以
外
に
二
名
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
う
ち
一
名
に
は

冒
頭
に
金
額
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
旅
の
み
特
別
に
金
を
支
払
っ
た
上
で
参
加
し

た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
も
う
一
名
の
名
前
に
は
抜
け
参
り

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
抜
け
参
り
と
は
親
や
主
人
、
村
役
人
な
ど
の
許
し
を
受
け

な
い
で
家
を
抜
け
出
し
、
往
来
手
形
な
し
で
伊
勢
神
宮
に
参
拝
す
る
こ
と
で
、
江

戸
時
代
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
参
宮
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
史
料
上
も
名

前
を
出
し
、
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
抜
け
参
り
も
あ
る
程
度
黙
認
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
宿
泊
場
所
の
台
帳
で
は
、
泊
ま
っ
た
人
数
と
し
て

は
三
十
五
名
以
内
の
人
数
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は

宿
泊
を
と
も
に
し
た
の
は
講
の
構
成
員
の
み
で
、
他
の
二
人
に
つ
い
て
は
旅
に
同

行
は
し
た
も
の
の
、
宿
泊
な
ど
に
つ
い
て
は
別
行
動
を
し
て
い
た
と
き
も
多
い
(48)

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
講
金
取
立
帳
」
の
構
成
員
名
簿
の
中
に
は
、
京
都
滞
在

中
に
案
内
を
し
て
い
た
国
学
者
、
権
田
直
助
の
名
も
見
ら
れ
る
。
地
域
の
伊
勢
講

に
加
入
し
、
と
も
に
活
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
権
田
直
助

の
活
動
の
一
端
を
知
る
史
料
と
し
て
も
今
後
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。 

毛
呂
本
郷
の
伊
勢
講
の
講
金
の
回
収
な
ど
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
七
年(
一
八
五

四)

の
「
伊
勢
講
金
取
立
帳
」
(49)
の
冒
頭
に
記
載
が
あ
る
。 

 

【
史
料
二
】 

一
正
月
六
月
十
一
月
年
に
三
度
日
待
致
候
事 

一
日
待
ご
と
に
銀
五
匁
ツ
ゝ
相
掛
可
申
事 

一
日
待
雑
用
百
文
づ
ゝ
之
定
之
事 

一
日
待
不
参
之
者
は
燈
明
料
と
し
て
百
文
づ
ゝ
宿
へ
さ
し
出
可
申
事 

 

 

こ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
伊
勢
講
で
は
正
月
、
六
月
、
十
一
月
の
年
に
三
度
、
お

日
待
ち
(50)
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
日
を
基
準
に
集
金
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

お
日
待
ち
ご
と
に
銀
五
匁
ず
つ
を
出
す
こ
と
、
日
待
ち
の
儀
式
の
雑
用
と
し
て
百

文
ず
つ
を
出
す
こ
と
、
日
待
ち
に
不
参
加
の
者
も
燈
明
料
と
し
て
百
文
宿
へ
差
し

出
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
文
久
の
帳
簿
に
は
集
金
方
法
に
つ
い
て
詳
細
な

記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
嘉
永
の
帳
簿
と
同
じ
集
金
確
認
欄
が
用
意
さ
れ
て
い
る

(

図
７)

。
そ
の
た
め
、
額
な
ど
が
同
じ
で
は
な
い
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
同
様

の
集
金
方
法
を
と
っ
て
い
た
と
み
て
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

    

 
 

         

【図７】「伊勢講金取立帳」(伊藤家文書№219) 

    の講金集金確認欄 
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そ
れ
で
は
、
道
中
日
記
に
記
さ
れ
た
旅
と
同
時
期
の
文
久
の
帳
簿
(51)
か
ら
、
ど

の
く
ら
い
の
額
の
集
金
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
。
日
待
ち
の
日
ご
と

に
記
さ
れ
た
合
計
金
額
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

文
久
二
年 

正
月
二
十
一
日 

 

金
一
両
一
分
ト
十
匁 

 
 

 
 

 
 

 

六
月
二
十
一
日 

 

金
一
両
一
分
二
朱
二
七
二
文 

 
 

 
 

 
 

 

十
一
月
二
十
一
日 

金
一
両
二
分 

 
 

 
 

 
 

計
金
四
両
二
朱
一
貫
三
二
二
文 

 

文
久
三
年 

正
月
二
十
一
日 
 

金
二
両
二
朱
ト
十
匁 

 
 

 
 

 

六
月
二
十
一
日 

 

金
二
両
一
分 

 
 

 
 

 

十
一
月
二
十
一
日 

金
二
両
一
分
二
朱 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
金
六
両
三
分
ト
十
匁 

  

こ
れ
に
加
え
て
新
規
加
入
は
講
金
一
人
分
で
金
二
両
三
分
ず
つ
支
払
い
と
い
う

記
載
も
あ
り
、
新
規
加
入
者
と
思
わ
れ
る
十
名
ほ
ど
の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
他
回

収
漏
れ
分
の
回
収
金
額
を
全
て
合
計
し
、
計
六
十
両
三
分
二
朱
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
で
も
文
久
四
年(

一
八
六
四)

の
旅
で
使
用
し
た
総
額
に
は
足
り
て
い
な

い
。
こ
の
伊
勢
講
の
伊
勢
参
宮
が
毎
回
総
参
り
で
あ
っ
た
の
か
、
旅
で
の
出
費
は

ど
こ
ま
で
が
伊
勢
講
の
講
金
で
支
払
わ
れ
て
い
た
の
か
、
伊
勢
参
宮
の
頻
度
は
、

な
ど
史
料
が
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
、
現
時
点
で
は
旅
の
費
用
と
の

関
連
に
つ
い
て
結
論
づ
け
る
の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
だ
が
、
文
久
四
年
の
旅

の
使
用
金
額
を
基
準
に
す
る
と
、
約
二
年
分
の
講
金
で
一
回
の
神
楽
奉
納
分
の
金

額
は
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

こ
こ
ま
で
伊
藤
家
文
書
の
文
久
四
年(

一
八
六
四)

の
道
中
日
記
の
記
述
か
ら
、

毛
呂
本
郷
の
人
々
の
伊
勢
参
宮
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
文
久
四
年(

一
八
六
四)

の

旅
で
選
ん
だ
ル
ー
ト
は
、
近
世
に
選
択
さ
れ
た
例
が
多
い
、
比
較
的
一
般
的
と
も

い
え
る
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
伊
勢
で
の
滞
在
中
も
外
宮
と
内
宮
へ
神
楽
を
奉
納
し

て
参
拝
し
、
二
見
ヶ
浦
、
朝
熊
山
に
も
訪
れ
、
古
市
も
訪
れ
る
と
い
う
典
型
的
な

行
動
を
と
っ
て
い
た
。
帰
路
で
は
近
畿
地
方
で
名
所
巡
り
を
し
、
中
山
道
を
通
っ

て
帰
郷
し
て
い
る
。
道
中
、
各
地
の
大
規
模
な
寺
社
を
訪
れ
、
名
物
な
ど
に
触
れ

て
い
た
。
帰
郷
時
に
は
坂
迎
の
よ
う
な
宴
の
存
在
も
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
参
宮

に
は
大
き
な
金
額
の
金
銭
を
必
要
と
し
、
特
に
伊
勢
御
師
の
も
と
で
の
神
楽
奉
納

な
ど
に
は
ま
と
ま
っ
た
金
額
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
参
宮
を
実
現
す
る
た
め

の
組
織
と
し
て
毛
呂
本
郷
で
も
伊
勢
講
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
文
久
の
頃
に
は
三

十
五
名
の
人
が
加
入
し
て
い
た
。
お
日
待
ち
の
行
事
と
と
も
に
集
金
を
行
っ
て
、

約
二
年
で
一
回
の
神
楽
奉
納
分
の
金
額
程
度
を
集
め
て
い
た
。 

 
確
認
で
き
た
史
料
上
の
制
約
も
あ
り
、
特
に
伊
勢
講
の
活
動
に
つ
い
て
は
今
回

の
調
査
だ
け
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
部
分
が
多
く
あ
る
。
伊

勢
参
宮
の
頻
度
や
人
数
に
つ
い
て
、
情
報
が
得
ら
れ
る
史
料
を
探
し
て
い
き
た
い

【図８】 

「伊勢講金取立帳」 

 (伊藤家文書№219) 
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と
考
え
る
。
ま
た
、
国
学
者
の
権
田
直
助
が
地
域
の
伊
勢
講
に
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
伊
勢
講
加
入
者
と
い
う
人
物
と
い
う
切
り
口
か
ら

も
調
査
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
同
時
期
、
同
地
域
の
他
の
文

書
群
の
中
に
も
伊
勢
参
宮
関
連
の
史
料
が
な
い
か
調
査
し
、
よ
り
詳
細
な
比
較
検

討
を
し
て
、
さ
ら
に
毛
呂
本
郷
地
域
の
伊
勢
参
宮
の
実
態
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。 

                  

註 （１）
伊
勢
地
方
の
木
遣
り
歌
か
ら
発
生
し
た
と
さ
れ
る
民
謡
の
総
称
。
踊
り
歌
、
木 

遣
り
歌
、
祝
儀
歌
、
道
中
歌
な
ど
を
含
み
、
伊
勢
参
宮
の
流
行
と
と
も
に
全
国
に
広
ま

っ
た
。
該
当
の
歌
は
「
伊
勢
に
行
き
た
い 

伊
勢
路
が
見
た
い 

せ
め
て
一
生
に
一
度

で
も
」 

（２）
新
城
常
三
著
、
新
稿
『
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八 

二
年
。 

（３）
西
垣
晴
次
『
お
伊
勢
ま
い
り
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
三
年
。
西
垣
晴
次
編
『
民 

衆
宗
教
史
叢
書
』(

第
十
三
巻 

伊
勢
信
仰)

 (

近
世
Ⅱ)

、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
。 

（４）
相
蘇
一
弘
「
お
か
げ
参
り
の
実
態
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」(

『
大
阪 

市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
七
、
一
九
七
五
年)

。 

（５）
小
松
芳
郎
「
道
中
記
に
み
る
伊
勢
参
詣
―
近
世
後
期
か
ら
明
治
期
を
通
し 

て
―
」(

『
信
濃
』
三
十
八
巻
十
二
号
、
一
九
八
六
年)

。 

（６）
山
本
光
正
「
旅
日
記
に
み
る
近
世
の
旅
に
つ
い
て
」(

『
交
通
史
研
究
』
十
三
、 

一
九
八
五
年)

。 

（７）
桜
井
邦
夫
「
近
世
に
お
け
る
東
北
地
方
か
ら
の
旅
」(

『
駒
沢
史
学
』
三
十
四 

巻
、
一
九
八
六
年)

。 

（８）
深
井
甚
三
「
近
世
に
お
け
る
抜
け
参
り
の
展
開
と
そ
の
主
体
」(

『
歴
史
』
第
五 

十
輯
、
一
九
七
七
年)

、
深
井
甚
三
『
江
戸
の
旅
人
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。 

（９）
原
淳
一
郎
、
『
江
戸
の
寺
社
め
ぐ
り
：
鎌
倉
・
江
ノ
島
・
お
伊
勢
さ
ん
』
吉
川
弘 

文
館
、
二
〇
一
一
年
。 

（１０）
小
野
寺
淳
「
道
中
日
記
に
み
る
伊
勢
参
宮
ル
ー
ト
の
変
遷
―
関
東
地
方
か
ら
の 

場
合
―
」(
『
筑
波
大
学
人
文
地
理
学
研
究
』
十
四
巻
、
一
九
九
〇
年)

、
小
野
寺
淳
「
道

中
日
記
に
み
る
東
海
道
の
景
観
イ
メ
ー
ジ
―
関
東
地
方
農
村
部
か
ら
の
伊
勢
参
宮
―
」
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(

『
交
通
史
研
究
』
四
九
巻
、
二
〇
〇
二
年)

な
ど
。 

（１１）
金
森
敦
子
『
伊
勢
詣
と
江
戸
の
旅
―
道
中
日
記
に
見
る
旅
の
値
段
―
』
文
藝
春 

秋
、
二
〇
〇
四
年
。 

（１２）
谷
釜
尋
徳
「
近
世
後
期
に
お
け
る
伊
勢
参
宮
の
旅
の
ル
ー
ト
と
名
所
見
物
―
江 

戸
近
郊
地
の
庶
民
の
場
合
―
」(

『
日
本
体
育
大
学
紀
要
』
三
十
五
巻
二
号
、
二
〇
〇
六

年)

、
谷
釜
尋
徳
「
近
世
後
期
の
東
北
地
方
の
庶
民
男
女
に
よ
る
伊
勢
参
宮
の
旅
の
ル
ー

ト
と
歩
行
距
離
―
旅
日
記
を
史
料
と
し
て
ー
」(

『
東
洋
法
学
』 

第
六
〇
巻
第
一
号
、

二
〇
一
六
年)

な
ど
。 

（１３）
『
霞
会
館
資
料
第
三
十
輯 
お
伊
勢
さ
ん
と
武
蔵
』
社
団
法
人 

霞
会
館
、
二 

〇
〇
七
年
。
な
お
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
で
の
展
示
は
平
成
十
九
年
十
月

十
六
日
～
十
一
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。 

（１４）
重
田
正
夫
「
近
世
中
期
に
お
け
る
伊
勢
参
宮
の
実
態
―
忍
藩
秩
父
領
を
中
心
に 

―
」(

『
埼
玉
地
地
方
史
』
第
六
十
一
号
、
二
〇
〇
九
年)

。 

（１５）
杉
山
正
司
「
武
蔵
国
に
お
け
る
伊
勢
講
の
師
檀
関
係
」(
『
埼
玉
地
方
史
』
第
六 

一
号
、
二
〇
〇
九
年)

。 

（１６）
石
川
達
也
「
御
師
制
度
廃
止
後
の
伊
勢
神
宮
崇
敬
団
体
に
関
す
る
一
考
察
」 

(

『
埼
玉
大
学
紀
要(

教
育
学
部)

』
第
五
二
巻
第
二
号
、
二
〇
一
七
年)
。 

（１７）
谷
口
裕
信
「
御
師
廃
止
後
の
龍
大
夫
と
旧
配
札
地
域
―
埼
玉
県
北
足
立
郡
を
事 

例
と
し
て
―
」(

『N
e
w
s
 L
e
t
t
e
r
 N
o
.
 1

伊
勢
参
宮
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
近
代
史
に
関
す
る

実
証
的
研
究 

―
御
師
廃
止
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
―
』
、
二
〇
一
七
年)

。 

（１８）
埼
玉
県
神
道
青
年
会
編
『
埼
玉
県
の
伊
勢
講
』
神
社
新
報
社
、
二
〇
二
一
年)

。 
 

（１９）
「
道
中
日
記
帳
」(

伊
藤
家
文
書
№
四
〇
三)

 

（２０） 

埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
第
３４
集
『
諸
家
文
書
目
録
Ⅴ
』
埼
玉
県
立
文
書
館
、

一
九
九
五
年
。 

（２１）
前
掲
註

（１０）
。 

(２２) 
前
掲
註

（１０）
、
二
三
九
ペ
ー
ジ
。
「
伊
勢
参
宮
モ
デ
ル
ル
ー
ト
」
の
基
本
型
は
、 

往
路
東
海
道
を
伊
勢
神
宮
へ
向
か
い
、
伊
勢
よ
り
奈
良
・
大
坂
・
京
都
の
社
寺
を
巡
り
、

中
山
道
を
復
路
と
す
る
ル
ー
ト
を
さ
し
て
い
る
。
往
路
に
お
け
る
秋
葉
山
・
鳳
来
寺
経

由
、
復
路
に
お
け
る
善
光
寺
経
由
に
特
色
が
あ
る
と
す
る
。 

（２３）
前
掲
註

（１８）
な
ど 

（２４）
外
宮
御
師
。
明
治
十
二
年
の
調
査
で
は
、
山
田
三
方
の
年
寄
家
を
務
め
た
家
で 

あ
り
、
十
八
万
六
千
体(

う
ち
武
蔵
国
は
約
一
五
一
三
ヶ
村)

の
配
札
を
行
っ
て
い
た
と

さ
れ
る
。(

皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
神
宮
御
師
資
料
』(

外
宮
編
二)

、
皇
学
館
大

学
出
版
部
、
一
九
八
四
年
、
八
九
～
九
〇
ペ
ー
ジ
。)

 

（２５）
伊
勢
神
宮
へ
一
般
参
詣
人
が
奉
納
す
る
太
神
楽
の
う
ち
、
最
も
大
が
か
り
な
神 

楽
。
江
戸
時
代
、
御
師
の
邸
内
で
催
さ
れ
、
奉
仕
の
楽
人
は
一
〇
〇
人
を
超
え
た
と
さ

れ
る
。
太
神
楽
に
は
太
太
神
楽
・
大
神
楽
・
小
神
楽
の
等
級
が
あ
る
。 

（２６）
現
在
の
三
重
県
志
摩
市
磯
部
町
に
あ
る
。
天
照
大
神
が
須
佐
之
男
命
の
乱
行
に 

心
を
痛
め
、
内
に
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
天
の
岩
戸
神
話
の
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
。 

（２７）
現
在
の
三
重
県
伊
勢
市
二
見
町
今
一
色
か
ら
立
石
崎
に
至
る
海
岸
。
二
見
興
玉 

神
社
が
あ
り
、
夫
婦
岩
が
有
名
な
景
勝
地
。 

（２８）
現
在
の
三
重
県
伊
勢
市
朝
熊
町
に
あ
る
山
。
山
頂
付
近
に
金
剛
證
寺
が
あ
る
。 

（２９）
伊
勢
音
頭
に
も
「
お
伊
勢
参
ら
ば
朝
熊
を
か
け
よ
、
朝
熊
か
け
ね
ば
片
参
り
」 

と
歌
わ
れ
て
い
た
。 

（３０）
伊
勢
の
古
市
の
代
表
的
な
妓
楼
と
し
て
油
屋
、
備
前
屋
、
杉
本
屋
な
ど
が
知
ら 

れ
て
い
た
。
伊
勢
音
頭
は
こ
う
し
た
妓
楼
か
ら
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
備
前
屋
で
は
遊
女

総
出
で
伊
勢
音
頭
を
踊
る
総
踊
り
で
知
ら
れ
、
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
た
。
油
屋
は
寛
政

八
年
に
「
油
屋
騒
動
」
と
い
わ
れ
る
殺
傷
事
件
が
あ
り
、
そ
れ
が
歌
舞
伎
の
演
目
と
し
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て
描
か
れ
た
。 

（３１）
内
宮
御
師
。
明
治
十
二
年
の
調
査
で
は
、
会
合
年
寄
を
兼
務
し
て
き
た
家
で
あ 

り
、
約
三
万
九
千
戸(

う
ち
武
蔵
国
は
約
五
百
ヶ
村)

を
超
え
る
配
札
を
行
っ
て
い
た
と

さ
れ
る
。(

皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
神
宮
御
師
資
料
』(

内
宮
編
六)

、
皇
学
館
大

学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
、
一
二
二
～
一
二
四
ペ
ー
ジ
。)

 

（３２）
筆
者
不
詳
「
伊
勢
参
宮
献
立
道
中
記
」(

竹
内
利
美
、
原
口
虎
雄
、
宮
堅
常
一
編 

『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』(

第
二
十
巻 

探
検
・
紀
行
・
地
誌
一)

、
三
一
書
房
、

一
九
七
二
年)

、
六
〇
六
頁
～
六
〇
九
頁
引
用
。 

（３３）
谷
釜
尋
徳
「
近
世
後
期
に
お
け
る
伊
勢
参
宮
の
旅
の
ル
ー
ト
と
名
所
見
物
―
江 

戸
近
郊
地
の
庶
民
の
場
合
―
」(

『
日
本
体
育
大
学
紀
要
』
三
十
五
巻
二
号
、
二
〇
〇
六

年)

。 

（３４）
前
掲
註

（３３）
、
一
一
九
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
。 

（３５）
現
在
の
大
阪
市
中
央
区
に
あ
っ
た
劇
場
。
太
左
衛
門
橋
を
南
へ
渡
っ
た
角
に
あ 

っ
た
こ
と
か
ら
角
の
芝
居
と
呼
ば
れ
た
。
宝
暦
八
年(
一
七
五
八)

に
並
木
正
三
が
回
り

舞
台
を
考
案
し
、
大
当
た
り
し
た
。 

（３６）
『
毛
呂
山
町
史
料
集 

第
五
集 

草
莽
の
志
士 

権
田
直
助
』
毛
呂
山
町
教
育
委 

員
会
、
一
九
九
五
年
、
一
二
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。 

（３７）
文
化
六
年
、
毛
呂
本
郷
出
身
。
医
学
を
学
び
、
医
師
と
し
て
開
業
す
る
か
た
わ 

ら
、
国
学
を
平
田
篤
胤
に
学
び
、
尊
王
攘
夷
運
動
に
も
関
わ
っ
た
。
晩
年
は
大
山
阿
夫

利
神
社
の
神
官
と
三
嶋
神
社
の
宮
司
を
兼
務
し
、
神
社
再
興
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。 

(３８) 
熊
野
や
伊
勢
な
ど
へ
参
詣
に
出
か
け
た
も
の
を
、
帰
着
の
際
に
出
迎
え
る
こ
と
。 

参
宮
者
が
到
着
し
て
す
ぐ
共
同
飲
食
を
す
る
例
が
多
い
こ
と
か
ら
「
酒
迎
え
」
の
意
味

で
は
な
い
か
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
伊
勢
参
宮
を
経
て
神
に
近
い
神
聖
な
存
在
と
な
っ

た
代
参
者
と
直
会
の
よ
う
な
形
で
共
同
飲
食
を
す
る
こ
と
で
代
参
者
が
再
び
人
間
の
生

活
へ
と
回
帰
で
き
る
場
を
用
意
す
る
と
い
う
「
境
迎
え
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(

櫻
井
徳
太
郎
「
サ
カ
ム
カ
エ
―
代
参
者
送
迎
の
習
俗
に
つ
い
て
―
」(

『
人
類
科
学
』

第
五
集 

交
通
・
川
・
労
働
、
一
九
五
三
年)

、
三
十
ペ
ー
ジ)

。 

(３９)
「
休
泊
払
方
帳
」(

伊
藤
家
文
書
№
三
〇)

 

(４０) 

文
化
元
年(

一
八
〇
四)

、
大
坂
の
松
屋
甚
四
郎
と
手
代
源
助
お
よ
び
江
戸
の
鍋 

屋
甚
八
に
よ
っ
て
発
起
さ
れ
た
近
世
に
お
け
る
旅
宿
組
合
。
街
道
宿
駅
の
風
紀
を
粛
清

す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
た
。
優
良
旅
宿
や
休
憩
所
を
指
定
し
、
看
板
を
交
付
し
た
。
旅

行
者
が
浪
花
講
の
定
宿
帳
を
得
て
宿
駅
ご
と
に
看
板
を
目
印
に
休
泊
で
き
る
よ
う
に
し

た
の
で
、
大
い
に
好
評
を
博
し
て
全
国
に
及
び
、
三
都
講
な
ど
類
似
の
講
も
出
現
し
た
。 

(４１) 
「
大
坂
浪
花
講
関
東
講
定
宿
并
定
休
所
妙
薬
取
次
名
前
附
」(

諸
井(

興)

家
文 

書
№
四
七
九)

 

(４２)
江
尻
宿
で
は
大
竹
屋
平
七
の
と
こ
ろ
へ
宿
泊
し
よ
う
と
し
た
が
、
御
用
宿(

公 

用
旅
行
者
が
宿
駅
の
宿
泊
施
設
を
優
先
的
に
使
用
す
る
こ
と)

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
宿

泊
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
別
の
宿
泊
施
設
に
分
宿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

(４３) 
「
伊
勢
参
宮
諸
色
控
」(

伊
藤
家
文
書
№
一
二
三)

 

(４４)
伊
勢
講
の
運
営
に
関
す
る
も
の
は
「
伊
勢
講
金
預
帳(

～
文
久
三
年
十
一
月)

」 

(

伊
藤
家
文
書
№
一
八)

、
「
伊
勢
大
々
講
帳
面
入
袋
」(

伊
藤
家
文
書
№
一
五
五)

、
「
伊

勢
講
金
取
立
帳(

～
万
延
二
年
十
一
月)

(

伊
藤
家
文
書
№
二
一
九)

、「
伊
勢
講
金
取
立
帳

(

～
文
久
四
年
正
月)

(

伊
藤
家
文
書
№
二
七
六)

の
四
点
が
あ
る
。 

(４５)
「
伊
勢
講
金
取
立
帳(

～
文
久
四
年
正
月)

(

伊
藤
家
文
書
№
二
七
六)

 

(４６)
国
学
者
の
権
田
直
助
は
、
「
講
金
取
立
帳
」
に
お
い
て
は
本
講
連
名
の
中
に
名 

を
連
ね
て
い
る
が
、
文
久
四
年
の
「
道
中
日
記
」
の
方
の
本
講
連
名
で
は
、
権
田
年
助

と
い
う
直
助
の
息
子
と
み
ら
れ
る
人
物
に
変
わ
っ
て
い
る
。
文
久
四
年
は
直
助
が
京
都

に
滞
在
し
て
い
た
た
め
、
毛
呂
本
郷
か
ら
は
息
子
の
年
助
が
代
わ
り
に
伊
勢
参
宮
を
し
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た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
直
助
に
つ
い
て
は
「
道
中
日
記
」
の
連
名
の
最
後
に

京
都
の
住
所
と
と
も
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
京
都
で
直
助
と
合
流
し
た
際
、
一

行
は
こ
の
住
所
を
訪
ね
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

(４７)
氏
子
や
信
者
、
こ
こ
で
は
講
の
仲
間
全
員
が
そ
ろ
っ
て
参
詣
す
る
こ
と
。
こ
れ 

と
異
な
る
参
詣
の
仕
方
に
代
参
が
あ
る
。
代
参
は
講
中
か
ら
代
表
者
を
決
め
て
遠
隔
地

の
社
寺
参
詣
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
代
表
者
は
講
中
か
ら
く
じ
引
き
や
輪
番
制
に
よ
っ

て
選
ば
れ
、
講
中
で
積
み
立
て
た
金
を
社
寺
へ
の
納
金
や
参
詣
の
旅
費
と
し
て
持
参
す

る
。 

(４８)
江
尻
宿
で
は
分
宿
の
う
ち
の
片
方
の
宿
泊
代
金
に
抜
け
参
り
の
記
述
が
見
ら 

れ
る
の
で
、
抜
け
参
り
の
人
が
一
緒
に
宿
泊
し
た
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

(４９)
「
伊
勢
講
金
取
立
帳(

～
万
延
二
年
十
一
月)

(

伊
藤
家
文
書
№
二
一
九)

 

(５０) 
集
落
の
人
々
や
一
族
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
宿
に
集
ま
り
、
前
の
夜
か
ら
忌
み 

籠
り
を
し
な
が
ら
日
の
出
を
待
つ
民
俗
行
事
。 

(５１)
前
掲
註
(４５) 

 


